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JST/RISTEX 
「人と情報のエコシステム（HITE）」 
広報物クリエイティブディレクション 
（2016- 継続中） 

塚田が代表を務める一般社団法人Whole Universeで
は、RISTEXの領域プログラム「人と情報のエコシス
テム（HITE）」の小冊子・ウェブサイト制作における
クリエイティブ・ディレクションを統括。

人文科学×科学技術 
研究者をつなぐ 
プラットフォーム

AIやロボットなどの情報技術が生活の隅々に浸透するなか、人々の暮らしや社会は
どう変化するのか？ 「HITE(人と情報のエコシステム)」は、人間を中心とした視
点で新たな技術や制度を設計していく研究領域。AI研究者をはじめ、法学、社会科
学、哲学まで文理を超えた異分野が集う領域になっている。



JST/RISTEX「人と情報のエコシステム（HITE）」小冊子 / 年1回発行

JST/RISTEX 
「人と情報のエコシステム（HITE）」 
広報物クリエイティブディレクション 



主催団体：HITE-Media 

AIやロボットなどの情報技術が生活の隅々に浸透するなか、
人々の暮らしや社会はどう変化するのか？ 「HITE(人と情報
のエコシステム)」は、人間を中心とした視点で新たな技術や
制度を設計していく研究領域。 
「HITE-Media」は、異分野の 人々を交えて活発な議論の場
を創出するプロジェクト。様々な「問い」を人々に届け、未
来への想像力がふくらむメディア・コンテンツを制作し、情
報技術と人々の新たな関係を一人ひとりが考えていくプラッ
トフォームを構築してきた。 
 
科学技術振興機構(JST)社会技術研究開発センター(RISTEX) 
「人と情報のエコシステム」研究領域採択プロジェクト

Background
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Background

AI × 人類× 未来 = ？
AI × 人間× 未来 = ？
AI × 社会× 未来 = ？

! 「人類」「人間社会」など、
主語が大きくなると発想が偏り
がち、かつ他人事になる？



Background

Q. 誰にとっても自分ごととして 
　 考えられるテーマは何か？

人間の致死率は100％です!

⬇ 
「死」というテーマは老若男女、 
人類すべてが対象となるのでは？



https://hite-media.jp/symposium/421/

https://hite-media.jp/symposium/421/


──私たちは、よりよく死ねるだろう
か？　死を問うことは、近現代が築い
た社会を問い直すことでもある。気鋭
のマンガ家による描き下ろしのショー
トマンガや絵を織り交ぜながら、民俗
学や人類学、情報社会学や人工知能研
究といった多様な論者と、「死」とい
う切り口からこれからのテクノロジー
と社会を読み解く一冊。

Theme: END × TECHNOLOGY & SOCIETY
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3章｜死後労働　AIが故人を再現する時代へ



韓国MBCテレビ『Meeting You』（2020年） 
2016年に幼くして病気で亡くなった娘をCGで再現し、
VR上で再会する母親を追ったドキュメンタリー番組。

3章｜死後労働　AIが故人を再現する時代へ



アメリカ『UnfinishedVotes.com』（2020年） 
銃乱射事件の被害者のひとりを両親がAIでよみが
えらせ、投票を呼びかけたプロジェクト。

3章｜死後労働　AIが故人を再現する時代へ



3章｜死後労働　AIが故人を再現する時代へ

画像提供：Whatever

生前に死後のデータの取り扱いについての意思表明を
行うプラットフォーム。クリエイティブ・スタジオ
Whateverが2020年に発表。



4章｜死後のアイデンティティと権利
①個人情報 
日本においては、一部の例外を除いて、 
原則として死者に関する個人情報・データを保護する規律は
存在しない。 

②肖像権・パブリシティ権 
カリフォルニア州やニューヨーク州は、他の州に先駆けて、
「死者のパブリシティ権」について一定の条件のもとで権利
として認めている。 
 
（例：「死亡した実演家（deceased performer）」のデジタルレプリカを、
公衆が許諾を得られていると誤認するような態様で、架空の人物として脚本の
ある視聴覚作品のなかで使用したり、音楽作品の生演奏のために使用したりす
ることを禁止するなど） 



4章｜死後のアイデンティティと権利

①個人が自身のデータをコントロールすることはできるのか 
　ex. 情報銀行、MyData  

②死後の自分のデータを自身で活用する 
　ex. SNSの追悼アカウント、MyAI創作 

③パーソナルデータは社会資源になりえるのか 
　ex. 医療や公衆衛生への活用 

④社会貢献としての死後のパーソナルデータ活用 
　ex. アイスランドの遺伝子バンク、東北メディカルバンク機構



5章｜意思決定　医療の現場に生じる多様な選択肢



終章｜21世紀、死者はどこへ向かうのか



終章｜21世紀、死者はどこへ向かうのか
お盆の魂はWi-Fiで還ってくる？



終章｜21世紀、死者はどこへ向かうのか

バーチャル世界で生前葬？

岩手県遠野市「供養絵額」 
若くしてこの世を去ってしまった人に対して、あの世でも楽しい
生活を送れるようにと、家族や友人が絵師に依頼し、寺に奉納し
た風習。普段の生活よりも贅沢な暮らしをしていることが多い。

故人の人生にちなんだモチーフを選ぶガーナの棺桶。
漁師であれば魚、農家はパイナップルなどもあ るが、
飛行機や自動車、コカ・コーラの瓶やコンピュータな
どもある。葬儀は３日がかりで、朝まで参列者が歌っ
て踊る日もある。 



END展  死×テクノロジー×未来＝？ 
 
REPORT

2021.11.3 (WED) - 11.14 (SUN) 
ANB TOKYO 
Organized by HITE-Media

2021.DEC / HITE-Media & Whole Universe



Exhibition View



Visitors

来場者数 
Peatix予約：823人 
当日来場：136人 
プレスビュー（11/3,11/4）：57人 

合計：1,016人（計12日間）

性別（554件のアンケート回答）

回答しない
3%

女性
49%

男性
48%

60代
2%

50代
12%

40代
22%

30代
29%

20代
31%

10代
4%

年代（556件のアンケート回答）



Visitors

展覧会満足度

展覧会の内容について（559件のアンケート回答）

良くなかった
1%

あまり良くなかった
1%

普通
6%

良かった
44%

とても良かった
49%

・死×テクノロジー×未来について初めて考えた（30代 女性） 
・友人と死について話してみたいと思った（40代 女性） 

・他人の死生観やアンケート結果は面白かったし、漫画からの示唆は伝達 
　方法としてわかりやすかった（30代 男性） 
・死についてのアンケートをSNSなどで募ったからか、著名人の考察より 
　一般の人の感性の方が刺さると思った（20代 女性） 
 
・世間ではタブーと扱われている「死」にクローズアップし、さまざまな　 
　漫画や作品から多視点で「死」を見つめることができた（10代 女性） 
・マンガやテクノロジーや民俗学的な内容、さまざまな視点から 
　「死」が扱われていて、あまり他にない展示だと思った（30代 女性） 
 
・死という重いテーマでも、軽やかで考えさせる内容（30代 男性） 
・構成とストーリーラインがわかりやすくてよかった（40代 女性） 
 
・コロナで何となく感じた漠然とした「不安」を抱え続けていたが、 
　必ず訪れる「死」を感じることにより「生」への感謝が強くなった 
（30代 男性） 



Visitors

コメント

展覧会へのご意見・ご感想（559件のアンケート回答）

とても興味深く、今後もっと
「死」がオープンに話せるよう
な認識になってほしいと思った 

（10代 女性）

すばらしい展示でした。 
常設の場があれば良いですね 

（60代 回答しない）

もっと企業など他のフィールドと 
繋がってほしい 
（20代 女性）

ぜひ本テーマでシリーズ化して 
世の中に問い続けてもらいたい 

（50代 女性）

高齢化を先取りする日本において 
とても良い企画 
（30代 男性）

こういう質問を5～10年単位で 
定点観測してほしい。 

過去の死生観にまた近づくのかも 
（40代 男性）

展示を見終えて帰りに1人になった時、 
死後のことなどをふと考えると思います 

（20代 女性）

カジュアルに、友人と喋りながら 
まわると面白そう 
（40代 男性）



PR/SNS

SNSの反響
会期中はSNSの反響が大きく、END展関連の
投稿を目にしたユーザーがいいね!やサイトへ
のクリック（入場申し込みページ、HITE-
Mediaの展覧会詳細ページ等）、リツイート
などのアクションを積極的に行なった。

会期中のTwitterでは、1日あたり17,000件以上のインプレッションを獲得



PR/SNS

#END展 / Twitter・Instagramの反響

*Togetterにて「編集部イチオシ」にピックアップされたTwitterまとめ
https://togetter.com/li/1804606 

*Twitter、Instagram ではハッシュタグ #END展 で熱い感想が寄せられた

https://togetter.com/li/1804606


PR/SNS

メディア掲載実績
【ニュース掲載】 
・コミックナタリー 
・美術手帖 
・Qetic 
・デザイン情報サイト[JDN]  
・TOKYO ART BEAT 
・MdN Design Interactive  
　ほか



Exhibition｜Concept

●「死」にまつわる問い 
　　　　× 
●アンケートデータ（2021年6~7月調査結果） 
　　　　× 
●「死」を語ったマンガのひとコマ

『BEASTARS』板垣巴留（秋田書店）



Exhibition｜Stage.1 - 魂のゆくえ

Theme: 魂のゆくえ 
 
現代社会を生きるわたしたちの死生観とは
いかなるものか？ 
Stage.1では、普遍的な「死」にまつわる
問いとともに、問いの文脈に沿ったマンガ
の1コマを展示。マンガ内のセリフを通じ
て、鑑賞者一人ひとりに「死」とは何かを
問いかけていった。 

『EDEN ～It's an Endless World!～』遠藤浩輝／講談社



Exhibition｜Stage.1 - 魂のゆくえ

『あれよ星屑』山田参助（エンターブレイン） 『ぼくらの』 鬼頭莫宏／小学館



Exhibition｜Stage.1 - 魂のゆくえ

『マイ・ブロークン・マリコ』平庫ワカ／KADOKAWA　『ダリアの帯』大島弓子／白泉社 『ランド』 山下和美／講談社



Exhibition｜Stage.1 - 魂のゆくえ

『トーマの心臓』 萩尾望都／小学館



Exhibition｜Stage.1 - 魂のゆくえ

Question:  
誰かの死に関して、いまでも覚えている
印象的な夢やできごとはありますか？



Exhibition｜Stage.1 - 魂のゆくえ
Question: 誰かの死に関して、いまでも覚えている印象的な夢やできごとはありますか？ 
→アンケートで得られた回答を１枚ずつパネルで出力したカードタワーを作成。



Exhibition｜Stage.1 - 魂のゆくえ
Question: 誰かの死に関して、いまでも覚えている印象的な夢やできごとはありますか？ 
→当初の想像を超えるユニークな回答が集積。現代の「遠野物語」といえるのでは？

母が亡くなる３日前、病院の
ベッドで寝ていた母がいきなり
目を覚まして、「ひゃあ！霊界
から招待状とビールが来た！」

と叫びました

死亡する前に夢で謝罪に来る
イギリスで亡くなった祖母が、
普段あがれなかった２階で 
亡くなっていたらしいこと

白いヘビが森の中から出てき
たその二日後にひいおばあ

ちゃんが亡くなった　

コロナ禍で見舞いができず、 
祖父の死にゆく過程に 
寄り添えなかった。 

今も骨を持ち歩いている

おじいちゃんが亡くなった時 
たくさんの氷に包まれていた。
冷凍マグロみたいだと思った

周りに死者が増えるにつれ、 
悼み方がよくわからなくなる

祖父が孤独死。 
発見まで数日あり、検死解剖
の末高度腐敗。カラフルに

なってました　

HITE-Media実施アンケート（2021年6～7月開催 /google formでの回答/ n=300）



Exhibition｜Stage.2 - 死とテクノロジーのはざま

Theme: 死とテクノロジーのはざま 
 
情報技術の発展とともに、わたしたちは死後
も「復活」しうる時代となった。SNSの投稿
などあらゆるデータは今後「デジタル遺品」
として管理され、ときには故人の顔がCG映像
で復元されることもある。 これからのテクノ
ロジーと死の関係にまつわる問いを主にSFマ
ンガの象徴的な1コマと合わせて展示した。 

『攻殻機動隊』©士郎政宗／講談社



Exhibition｜Stage.2 - 死とテクノロジーのはざま

情報社会学者の折田明子らが大学生60名に行っ
た調査によると、自分の死後、PCやスマホの
データを「削除したい」派は「残したい」派の
数を大幅に上回ったが、家族の写真やLINEの
やり取りなどは「残したい」と回答する人が多
かった。複数の人々と同時にやり取りをする
ネットでは、誰の意志によってデータの管理を
行うかが複雑な問題となっている。 

『転生したらスライムだった件』 ©川上泰樹・伏瀬／講談社 



Exhibition｜Stage.2 - 死とテクノロジーのはざま

『オートマン』柞刈湯葉・中村ミリュウ／講談社



Exhibition｜Stage.2 - 死とテクノロジーのはざま

『預言者ピッピ』©地下沢中也／イースト・プレス



Exhibition｜Stage.2 - 死とテクノロジーのはざま

『EDEN ～It's an Endless World!～』遠藤浩輝／講談社



Exhibition｜Stage.2 - 死とテクノロジーのはざま

《hardwere tomb "FPS"》 
　たかくらかずき 
 
「墓をハードウェアだと考えれば、魂はソフトウェア
と捉えられる」と主張するたかくらかずき。本作は、
USBを装着したレゴブロックで「墓」をつくり、
USBデータ内に保存された映像をモニター上に映し
出しています。また魂としてのデータの改ざんを防
ぎ、容れ物としての墓石とを強くつなぎ止める仕組み
として、ブロックチェーンを利用している。 



Exhibition｜Stage.2 - 死とテクノロジーのはざま

『攻殻機動隊』士郎政宗／講談社



Exhibition｜Stage.3 - 生きる／自然と信仰

Theme: 生きる／自然と信仰 
 
「死後、自然の一部になりたいですか?」 
 
かつて人々は、土葬や鳥葬などによって、遺体
は鳥や虫、微生物の養分となることで、自然の
循環の一部となっていた。日々食する動植物も
また、それらの死によってわたしたちに栄養を
与えてくれている。現代の人間は、死後、自然 
の一部になることはできるのだろうか?  

『海獣の子供』五十嵐大介／講談社



Exhibition｜Stage.3 - 生きる／自然と信仰

「遠野物語」より　五十嵐大介／描き下ろし



Exhibition｜Stage.3 - 生きる／自然と信仰

『宝石の国』市川春子／講談社　『ゴールデンカムイ』野田サトル／集英社



Exhibition｜Stage.3 - 生きる／自然と信仰

全国に葬儀場は4000以上、火葬場は7000以上
存在する。高齢化社会を迎える日本だが、昨
今は葬儀の低価格化とそれに伴う価格競争が
進み、倒産を余儀なくされる葬儀事業者も増
えている。かつての大規模な葬儀よりも、親
族のみのコンパクトな葬儀へのニーズが高ま
り、その傾向はコロナ禍以降ますます顕著に
なっているようだ。そうしたなか、日常的に
「死」が想起される空間はますます減ってい
くのだろうか？

『リバーズ・エッジ』岡崎京子／宝島社



Exhibition｜Stage.3 - 生きる／自然と信仰

《Image Cemetery》 
《Image Planting》 
　ノガミカツキ 
 
自身の顔写真を石や植物にプリントすること
で、SNSなどで消費されがちなデジタル画像
を異なる物質に憑依させる試み。長年抱いて
きた肌に対するコンプレックスや、３年間に
わたってスキャナで記録した自身の「肌日
記」を用いて石に自身の顔をプリントすれ
ば、およそ千年先にも残すことのできる魂の
記録媒体となる。



Exhibition｜Stage.3 - 生きる／自然と信仰
日本の99%は火葬である。一方、墓石の代わり
を樹木とする「樹木葬」のほか、2019年にアメ
リカ・ワシントン州で法案が可決された「堆肥
葬」は、ウッドチップで敷き詰めた棺に遺体を
置き、微生物の力によって分解させるというも
の。多くのCO2を排出する火葬や、土壌汚染を
招くおそれのある土葬ではなく、環境負荷をか
けず「自然に還る」葬法が注目を集めている。

RECOMPOSE
『よろこびのうた』ウチヤマユージ／講談社



Exhibition｜Stage.3 - 生きる／自然と信仰

《TIMELESS⇄／flower compost》 
　Mikiko Kamada 
 
生物の身体は死後、幾重ものステップを経て完全に分
解され、土に還っていく。本作は、花が微生物によっ
て分解されていくステップを可視化する。微生物も人
間と同じように地球の重要な構成要素であり、自然界
の循環の輪のなかにいることを鑑賞者に強くインス
トールする試み。また鑑賞者は写真を撮るとき四方に
囲まれた鏡に映った自分を強く意識することとなる。



Exhibition｜Stage.3 - 生きる／自然と信仰



Voices

最終フロアに掲示された来場者たちのポストイット



EVENT - END BAR

「END展 特別企画　END BAR」 

開催日：11月6日（土）・7日（日） 
配信方法：Youtube Live（無料配信） 
 
さまざまなゲストがホストとなって参加者と
「死」をテーマに対話を繰り広げる《END 
BAR》を開催。参加者（限定６名）とゲストに
よる濃厚な死の議論が交わされた。 
 
1.「死後とはなにか？」しりあがり寿（マンガ家） 
2. 「老いと終活」瀧波ユカリ（マンガ家） 
3. 「民俗と公共の死」畑中章宏（民俗学者）　 
4. 「物語と死」佐藤大（脚本家） 
5. 「情報社会と死」折田明子+塚越健司（情報社会
研究者） 
6. 「死のルール？」水野祐（弁護士）+ 富永勇亮
（Whatever）



END展 ver.2 
2022年5月末 
開催予定!


